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＜あらまし＞ 教授方法が顕著に変化した認定看護師 A さんにインタビューを行い,内的変化

の経過を可視化する目的で TEM 図を作成した.その結果,A さんが教授方法を拡大する起点は,

「学習目標がたてれること」「伝達情報を削っても伝わった」経験であった.教授方法の拡大過

程では,心理的負荷が大きくなったが,A さんに「看護の支援がしたい」「看護を語ってほしい」

の信念があったことが強みとなっていた. 
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1. はじめに 

教育工学とは,教育者がより適切な教育行

為を選ぶことができるようにする工学である

というのは,日本教育工学会初代会長,東の言

葉である(1).著者は認定看護師の教育活動を

支援しているが,その中で,教授方法が顕著に

変化した認定看護師 Aさん（以下 Aさん）が

あった.当初,A さんの教育行為は,スライド

を多く準備し,講義形式の情報伝達中心であ

ったが,4 カ月後には,スライドの枚数は,1/3

以下になった（表 1参照）.また事前・事後課

題の非同期学習に加え,同期学習では,看護師

の役割を問いながら,事例を用いて栄養評価

を行うダブルループ学習が取り入れらた．研

修設計について「言っちゃうのではなく,気づ

かせることを意識するようになった」と話さ

れ,教育観の変化が伺えた.これは,臨床看護

の教育者が,より適切な教育行為を選ぶこと

ができるようになった一例であると考える. 

本研究では,A さんへのインタビューをも

とにした逐語録から TEM 図を作成し,内的変

化の可視化を試みた.また,看護専門職者の教

授方法習得の過程と,その支援において活か

せる点を考察したので報告する. 

 

 

 

 

 

 

 

2. 目的 

1.Aさんの教授方法変化について TEM図を作

成し,変化の経過を明らかにする. 

2.A さんの変化の特徴から,臨床看護教育の

支援において活かせる点を明らかにする. 

3.方法 

調査では,支援終了後に A さんに教育活動

に関して 2023年 1月に zoomを用いてインタ

ビューを行った.発言内容は逐語録に起こし,

相違がないか本人に確認をして,研究利用の

同意を得て分析対象にした.逐語録を一文一

意味に分割して,KJ 法を用いてコード化した.

コード化したものを TEA（複線経路等至性ア

プローチ）の TEM（Trajectory Equifinality 

Model;以下 TEM）図作成方法を用いて図式化

した.発生の三層モデル（Three Layers Model 

of Genesis;以下 TLMG）を豊田の方法に倣い

一つの図に現した(２).作成した TEM 図につい

て,TEA の質的分析経験者の大学教員と研究

員から助言を受けて 2回の修正を行った. 

4.結果と考察 

4.1 逐語録のカテゴリー化と 2回の修正 

インタビューの逐語録は,106 のコードに
分類され,意味の統合を行い 36のカテゴリー
になった .このカテゴリーを経過の順に並
べ,TLMGを踏まえて 3層にした.TEA分析経
験者の助言で等至点の明確化と分岐点の追加

修正を行った(図 1参照). 
4.2教授方法の変化につながった 2つの経験 

TEM 図を作成し,変化の経過を可視化する
ことで,A さんが変化した２点が具体化した.
ひとつは「学習目標がたてれること」ともう

ひとつは「伝達情報を削っても伝わった」経

表 1 2022年 Aさんが講師の研修の概要 

時期 内容 対象時間 スライド枚数 

6月 

院内研修摂食・嚥下① 

 

Ns対面 60分  60枚 

8月 
院内研修摂食・嚥下③ 

 
Ns対面 60分  16枚 

9月  
看護学校授業「栄養」 

 
学生対面 45分  16枚 
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験であった. Aさんは,筆者が支援する以前か
ら研修設計に関心があった.学習目標が立て
れないとの自覚によって,支援につながって,
学習者中心の設計を知り,経験する機会につ
ながった.この経験で「伝達情報を削っても伝
わった」という感想に至り,学習者中心の研修
設計を習得されようとした. 
4.3教授拡大過程での心理的負荷と支援 

A さんの教育行為が,講義形式の情報伝達

中心の方法から学習者中心に変化したが,「シ

ョック」とあらわされているように,6月に学

習目標の修正とスライド添削を受けたことは,

心理的な負荷が大きかった.8 月の研修では

「立ち上がるのに真似するしかない」と模倣

をされ学習者中心の研修設計に取り組まれた.

この時期に「できている点のフィードバック」

を受けて,「もっとばらけていい」と模倣から,

新たな方法へと挑戦をされダブルループ学習

の設計に至っていた. 

4.4教育観の変化を支えた Aさんの信念 

A さんはもともと「看護の支援がしたい」

「学びを楽しめる機会を提供したい」「看護を

語ってほしい」という信念があった.これが研

修設計に関心を寄せる原動力であった.教育

行為が変化して心理的負荷が大きかった時期

を支えたと考える.また「看護を語ってほしい」

と言えるほど,看護観が確立されていたと同

時に,看護観を共有する機会を求めておられ

た.今回の経過は,教育行為として「看護を語

る」ことを実施すればいいと体得をされる過

程であったと言える. 

4.5臨床看護教育者の支援に活かせる３点 

A さんの教育行為の変化から,臨床看護教

育者への支援方法として活かせる点が 3つ挙

げる.1 つは,教育者の理想や看護観に理解を

示すことである.2 つめは,学習目標が適切な

るよう支援する.3 つめは,心理的な負荷を配

慮し肯定的なフィードバックを行うである. 

5.おわりに 

A さんの教育行為経過を TEM 図にすること

で,変化の起点と経緯が具体化した.そのこと

を踏まえ今後の臨床看護教育支援で生かせる

点を 3つ挙げた. 
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図 1 Aさんが教授方法を拡大させダブルループ学習を取り入れるに至った経過 
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